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徳島大学における入学前教育の試行 

 
齊藤 隆仁 1)、後藤寿夫 2) 

１）徳島大学大学院ソシオ・アーツ・アンド・サイエンス研究部、 
２）徳島大学名誉教授 

 
１．はじめに 

 高等学校の指導要領が変更になった学生が

2006 年度以降大学に入学してきている。徳島大

学における学生の多くは理科として、物理と化学、

または化学と生物の 2 科目を履修してきている。

この高等学校における理科の履修形態に加え、同

一学科であっても多様な入学試験を課している

ため、大学の学習で必要な理科を履修していると

は限らない状況がある。高大接続教育の取り組み

として全学共通教育センターでは 2005 年度以降

に未履修者を対象とした補習を中心とした数学、

物理、化学、生物の授業を行っている。1) 

 また、2007 年以降に全学共通教育センターが

実施している高校履修アンケートによると、多く

の学生が高等学校での学習で不足と思う科目に

物理、化学などを上げているので、履修済みであ

る学生に対してもサポート体制が望まれる。それ

をうけて e コンテンツ実用化ワーキンググルー

プでは物理と生物の高大接続の教材作成を行っ

てきた。2) 

 この教材の有効な活用を図るひとつの方策と

して、今回入学前の学習支援のためのプリント及

び DVD を作成し、2009 年度入学の学生の一部で

入学前学習の試行を実施した。実施状況の報告を

行うとともに、アンケート調査から今後の入学前

教育のあり方についての議論を行う。 

 

２．教材 

 教材は次の 3 種類とした。 

(1) 市販の書籍。読むことを通して、科学的なも

のの見方、論理的な考え方を学ぶことができ

る教材として「やりなおし高校の物理」、「や

りなおし高校の生物」を選定した。各自書店

で購入するように指示した。 

(2) 高大接続の物理学の授業風景および生物学

についての講義映像。動画＋パワーポイント

画面というメディアを通じて学習すること

ができるように、配布する DVD に収録した。 

(3) 紙媒体の問題。物理 15 ページ、生物 14 ペー

ジ。問題用紙および解答例は配布する DVD

に収録した。 

 
図１ DVD 画面の例 

 
図２ 紙媒体問題の例 
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 実際に学生が提出するのは紙媒体の問題プリ

ントである。問題を解くために、書籍の該当ペー

ジを読み、授業風景・講義の動画を見て考える。

提出前に DVD に収録した解答例を見て、自己採

点させた。 

 

３．実施 

 2009 年度入学の学生のうち、医学部栄養学科・

保健学科、歯学部歯学科、薬学部におけるセンタ

ー試験を課す推薦入試の合格者 73 名を対象とし

て入学前学習の試行を実施した。高等学校で物理

または生物を履修しなかった人に自主的に学習

するよう促し、3 月 6 日を第 1 回目の提出期限と

し前半を提出させた。未提出者には入学前学習を

取り組むように葉書を送付した。第 2 回の提出は

入学後とした。 

 73 名のうち、59 名(81%)が入学前学習を実施し

た。内訳としては 48 名（66%）が物理を実施し、

43 名(59%)が生物を実施した。また物理と生物の

両方実施したのは 32 名(44%)となる。 

 また提出者に対しアンケートを実施し、47 名

(59 名の 80%)が解答し、以下の結果を得た。 

１．「入学前学習のすすめについて」 

 大学に入ってから：有効 66%、無駄 23% 

 このような試みは：良かった 74%、悪い 26% 

２．問題について 

 物理：難しかった 70%, 適当なレベル 11% 

 生物：適当なレベル 38%、易しい 17% 

３．授業のビデオについて 

 DVD 視聴環境：自宅 83%、その他 11% 

 ビデオを見ない理由：パソコン利用できない 6

名、見たくない 6 名、その他 6 名 

４．学習支援の要望 

 他教科：化学 34%、英語 32%、なし 40% 

 支援方法：問題集 66%、授業ビデオ 11%、 

      インターネット 13% 

５．利用できるパソコンとインターネット環境 

 パソコン：自宅 87%、学校 9%、なし 6% 

 インターネット：自宅 83%、学校 11%、なし

6% 

 

 実施率が 81%と比較的高く、また 44%が両方実

施したことは、入学前に大学での学習意欲が高い

状態にあることを示している。アンケートの自由

記述に「学習習慣保持に役に立った、高校で学ん

でいない科目に目を通すことができた」という前

向きな発言が多いことも高い学習意欲を裏付け

ている。こうした意欲を入学前の時期に自己学習

の習慣づけに活用することは、入学後の学習態度

の定着に大いに役立つと期待される。 

 

４．今後に向けて 

 全学共通教育と専門科目を正課の授業で、単位

の履修という形で学生の学習する内容を規定し

ている。大学における学びはこれだけにとどまら

ず、有意義な課外活動も含まれるであろう。自発

的に学習を積極的に行っていくという態度を大

学で培う方策の一つとして、入学前学習を活用し

ていくことが重要であろう。 

 今回の入学前教育の試行は全学共通教育セン

ターが行い、その内容として高校補習をとりあげ

た。各学部学科がそれぞれの大学での学びを見据

えた入学前学習としての課題を複数用意し、その

中に高校補習が含まれるということが望ましい

と思われる。今回の試行はそのための足がかりと

して今後継続して実施していくことが望まれる。 
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